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染色堅ろう度試験について
　私たちは日々、衣類を着用し生活しており、
着用、洗濯、保管というサイクルで繊維製品を
使用しています。このサイクルの中で、衣類は
様々な影響を受けます。そのため、繊維製品に
要求される性能は数多く上げられますが、なか
でも色の抵抗性は重要な要素です。染色物の色
の抵抗性を評価するための試験全般を、染色堅
ろう度試験とよび、想定される作用に対して、
それぞれ試験方法が提案されています。日本工
業規格（JIS）では染色堅ろう度試験を規格して
おり、都産技研では、この規格に基づき試験を
行っています。

評価項目と判定値
　評価については変退色（試験対象物の色の変
化）、汚染（試験対象物に添付した白布への色
移り）の 2 項目があります。試験の種類により、
変退色、汚染、あるいはその両者について評価
します。変退色の等級は、試験前後の色の変化
に最も近い変退色用グレースケールの番号（等
級）で表し、同様に汚染の等級についても試験
前後の白布の色の変化に最も近い汚染用グレー
スケールの番号（等級）で表します。

試験の種類について
　JIS には多くの種類の試験があり、各試験で、
使用する試験機器が決められています。代表的
な染色堅ろう度試験についてご紹介いたしま
す。
（１）紫外線カーボンアーク灯光試験
　おもに、紫外線による変退色の程度を調べる
試験です。この試験では光源に紫外線カーボン
アーク灯光を使用します。このほかに日光、キ
セノンアーク灯光を使用した試験があり、これ
らの試験は、一般的に耐光試験と呼ばれていま
す。国内の繊維製品の多くは、紫外線カーボン
アーク灯光試験を行います。尚、この試験では
グレースケールの他に、ブルースケールを併用
します。

染色堅ろう度試験は、繊維製品関連産業に
おいて、製造から販売に至るまで、工程及び
品質の管理のために大切な試験です。
ここでは、代表的な染色堅ろう度試験につ
いてご紹介します。

図２　カーボンアーク灯形試験機（上）と
　　　試験機内部（下）
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図１　変退色用グレースケール（上段）と
　　　汚染用グレースケール（下段）
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（２）洗濯試験
　洗濯における変退色と汚染の程度を調べる試
験です。洗濯試験では、家庭洗濯や商業洗濯で
利用される洗濯機を用いるのではなく、専用の
洗濯試験機を使用します。温度や時間、使用す
る洗濯液の条件により、多くの種類の試験が決
められています。

図３　洗濯試験機

（３）汗試験
　汗の影響による変退色や汚染の程度を調べる
試験です。汗の成分は個人によって、また発汗
時の状態により異なるため、試験では酸性及び
アルカリ性人工汗液を使用します。

図４　汗試験機

（４）摩擦試験
　摩擦された時の汚染の程度を調べる試験で
す。摩擦試験機を用いて白綿布で試験対象物を
摩擦し、白綿布の汚染程度を調べます。この試

験では、摩擦試験機Ⅰ形及びⅡ形が規定されて
いますが、国内の繊維製品の多くは、摩擦試験
機Ⅱ形で試験を行っています。試験では、乾い
た白綿布を用いる乾燥試験と、水を含んだ白綿
布を用いる湿潤試験があります。

図５　摩擦試験機Ⅱ形

　この他に、ドライクリーニング試験や塩素処
理水試験など、多くの試験方法があります。
　染色堅ろう度は製造工程とも関係しており、
染料、仕上加工、素材などによっても異なるた
め、試験については色別、ロット別に行うこと
をおすすめします。

　染色堅ろう度試験についてご紹介しました
が、繊維製品には、その他にも要求される性能
はたくさんあります。衣類をはじめとした繊維
製品では、ファッション性やデザイン性が重要
となります。また、日常生活では強度や寸法変
化などの、性能に配慮することも必要です。
　都産技研では、ここで紹介しました染色堅ろ
う度試験だけでなく、引張や摩耗などの強度に
関する試験、ピリングや通気性に関する試験な
ど、繊維関連の試験を行っています。お気軽に
ご相談ください。
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